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多感覚を用いた教育実践における定性データから定量データへの変換の試み
An attempt of quantitative analysis of qualitative data obtained from
multisensory educational practice
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Abstract：To clarify more precisely the effect of multisensory teaching method on interactions between 
students and teachers, it might be necessary to analyze both qualitative and quantitative data obtained from 
some circumstances, such as their conversation, several behaviors, et al. In this study, moving video recordings 
of the situation of students and teachers in the multisensory educational practice were done, and the recording 
data were made an attempt to convert from qualitative to quantitative. The present results show that the analysis 
combined qualitative with quantitative data promote a better understanding of the situation at the time of mutual 
negotiation between students and teachers. Our data further provide the possibility that the analysis may serve to 
consider the effectiveness and improvement in the educational practice.
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1 41 44 マットに座る。
1 42 マットに座る。









































































































































































活動内容 \学習回数 １ ２ ３ ４ ５
ミラーボールの光を見る（秒） ２６８ ５１２ ７２３ ７６８ ８３８
タブレットにタッチして音が鳴る（秒） ４８６ ３５９ ２２９ ２４３ １４２
シフォン布に触れる（秒） ５６ ８７ １２０ １１４ １３８
移動時間（秒） ２５８ １５８ ８６ ７３ ６８
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れる。
Ⅳ．考察
　本研究では，以下の三点が考察されうる。
　第一に，児童と指導者の詳細な相互交渉の経過や，相
互交渉が変化していく要因の分析が可能になることであ
る。実際に，学習データ（指導者の働きかけと児童の対
応に視点をおき，課題開始から終了まで，時間の経過と
共に記述した行動記録）を作成することにより，児童の
応答や指導者の関わり方について，詳細に検討できる。
つまり，作成した学習データや動画記録を見直すことに
より，効果的な方法を確認したり改善点を見出したりし
ながら日々の実践に活かすことができるということであ
る。このような振り返りを重ねることより，今後学習支
援の質をより高めることが期待できると考えられる。
　第二に，学習データを作成することにより，それぞれ
の場面における詳細な相互交渉の分析が可能となり，児
童の活動時間の変化を示すことも可能となる。つまり，
定性データから定量データへの変換を行うことで，より
実証的なデータになるものと考えられる。
　今回の多感覚を活用した教育実践では，他の複数の実
践者にも実践の様子を伝えることで，指導者自身では気
がつかなかった新しい視点やアイデアを得ることができ
た。例えば，図１の学習データにおいて，指導者の声か
けの種類や回数を図表化し，授業毎の変容を見ることに
より，指導者の児童・生徒への実践を省察することに活
用できる。
　第三に，特別支援学校において，実践の動画記録を複
数の教員の視点で検討することは，これまでも行われて
いたことであるが，児童・生徒の実態にマッチした手法
を選択することが可能となり，児童・生徒の発達支援に
資する可能性があることである。また，個別の教育支援
計画や個別の指導計画における評価の際にも用いること
が可能となり，個別の教育支援計画策定の際のアカウン
タビリティにも資するものになると考えられる。さらに，
特別支援学校のセンター的機能を活用し，通常学校の実
践においてもこの手法を援用することにより，教育相談
や家庭と学校との連携にも活用することが望めるだろ
う。
　今後も多感覚を活用した教育実践における定性データ
から定量データへの変換を行い，教育実践の詳細な内容
部分の吟味・検討や研究成果を蓄積することにより，各
障害種別に応じた実践デザインについて検証していきた
いと考えている。
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